
 

 

 

 

「浅原野外活動」実現までにはたくさんのステップを踏んできました。まずは，昨年度の学校運営協議会で実施

に向けての「熟議」「協議」を行い，センター長や各団体の代表者，校長などが打ち合わせを重ねました。あまり

前例のない取組でしたので慎重に細部まで詰めました。実施 1 週間前には，野外活動当日に昼ご飯を提供し

ていただく交流センターのクラブ「めだかの学校」の皆さんも交えてのお茶会も行いました。児童達も事前学習

では目標や確認事項等を自分たちが中心となって話し合いで決めました。 

「浅原野外活動」終了後の，5 年生保護者の方，2 名の方の感想を掲載します。 

また，翌日（7 月 19 日）の中国新聞朝刊にも右の様に取り上げていただきました。 

充実した取組だったことが伺い知れますね。 

「野外活動を終えて」 

5 年生児童保護者 大鼻 あかね 

 

梅雨空が続き、川遊び出来ないかもな‥と心配

していましたが、なんとか天気も持ち直し、一安心

しました。 

我が子の 1 番の思い出は、川遊びでした。 

流されるのがとても楽しかったようで、川流れが

クセになった！と言っていました。 

たくさんの大人達に見守っていた 

だいたおかげで、楽しく、安全に川 

遊びを楽しむ事ができました。ありが 

とうございます。 

キャンプファイヤーでは想像以上の方が来てく

ださり、何だかお祭りのような気分になりました。子

供達の楽しそうな様子も間近で見れ、嬉しかったで

す。 

この野外活動で浅原の魅力、地域の方々の交

流など、とてもいい経験が出来ました。皆様、本当

にありがとうございました。 

「野外活動を終えて」 

5 年生児童保護者 丸石 聖美 

 

地域の皆様、いつも子ども達を温かく見守ってくださり、ありが

とうございます。7 月、地域や関係者の皆様のご支援ご協力のも

と、５年生 12 名の「浅原野外活動」が行われました。 

子ども達は大自然の中、川遊び・かまどを使っての食事作り・

この野外活動の為に作ってくださったピザ釜でのピザ作り・トラン

ポリンやサンドバッグ打ち等々…笑顔いっぱいで楽しみました。 

小規模の学校のメリットで、一人一人が思う存分やりたい事が

体験でき、見守り体制も万全。 

反面デメリットと思われる、少人数では寂しいキャンプファイヤ

ーは、地域やご家族の方々がたくさん参加してくださったおかげ

で、大規模で賑やかな夜に！ 

そして、学びとして、災害時用段ボールベッドのレクチャーを

受け自分達で組み立て、男子はそのベッドで就寝。帰宅後『災

害等何かがあった時、僕達役に立てる！』と言っていました。頼

もしい！ 

この浅原野外活動に協力してくださった、地域・関係者の皆

様、子ども達に最高の思い出を、本当にありがとうございました。 

この「浅原野外活動」は多くの方のお力添えで実現しました。この場を借りて御礼申し上げます。 

Special Thanks to  

「NPO あさはら」二宮理様 西本智詞様 高橋千尋様 中村満様，「浅原の未来を創る会」酒井豊裕様 古川憲吾様 瀬戸慶二様 川西憲之様，「キッズ NPO」吉本卓生様 飛田尚哉様， 

「寺子屋洋燈」藤井優様 藤井綾子様，「合同会社とこらぼ」岡村和道様，「あさはらまちづくり交流センター」上田宗箇流茶道部の皆様 めだかの学校の皆様 カフェあさはらの皆様， 

広島天文協会の皆様，津田小学校区地域学校協働本部の皆様，広島県立佐伯高等学校の生徒さん，広島工業大学環境学部建築デザイン学科 上野ゼミの学生様，カドヤパン様， 

浅原・津田の地域の皆様，その他，津田・浅原の子供たちを愛してくれている多くの皆様                                心から感謝申し上げます 


